
 3  生涯学習推進計画（第一次）事業実施状況調査　（前期）

主　要 始

施策№ 期

1
生涯学習センター「アビスタ」と地区公民
館、地区図書館との連携強化

1
情報交換、スタッフの交流・連
携・共同作業

各館での事業化に際し情報交換、スタッフの
交流

14 －
図書舘、学
び推進課

３課合同の定期的な会議や委託スタッフとの施設管理会議を通
し、情報交換・共通理解を図っている。

完　・　継　・　廃 －

2
中央学院大学・川村学園女子大学との連携
と交流

2 市民大学開放事業
専門的学習機会の提供、専門領域３講座各５
回程度の事業

14 2１ 学び推進課

川村学園女子大学に委託し実施。平成１４年９回講座１４３名参
加。平成１５年１０講座１９０名参加。平成１６年１０講座２５
１名参加。平成１７年度７講座１３８名参加。18年度7講座305
名参加、19年度7講座121名参加
今後、領域・内容について、市民のニーズを把握検討を図る。

完　・　継　・　廃 －

3 近隣市町村との連携と交流 3 図書館相互利用事業
柏市、印西市、流山市、取手市、利根町の各
図書館との相互利用を図る。

14 － 図書館
左記４市１町の各図書館と我孫子市民図書館とで市民（町民）の
相互利用を実施している。

完　・　継　・　廃 －

4 公共施設相互利用事業 取手市と体育施設の相互利用 13 － 体育課 平成１３年２月から取手市と施設相互利用を開始した。 完　・　継　・　廃 －

4 地区図書館の充実 5 地域資料収集事業
全国のまちづくり資料や我孫子に関連する資
料を網羅的に収集する

14 － 図書館
我孫子に関する資料は各課によびかけ、積極的に収集をおこなっ
ている。地域行政資料の欠損のない収集、まちづくり資料コー
ナーの活性化が今後の課題である。

完　・　継　・　廃 －

5 市民図書館と学校図書館との連携強化 6 学校図書館との連携・協力事業
学校の資料不足・レファレンスへの対応目的
とした連携・支援

14 － 図書館
調べ学習等における児童・生徒への支援、学校図書室の整備や図
書購入・整理等のアドバイスをしている。

完　・　継　・　廃 －

6
小・中学校の余裕教室の解放の促進と活用
方法の改善

7 地域交流教室整備事業
利用検討会や利用団体との協働管理運営、
ニーズ対応の再整備

14 － 社会教育課
利用年度当初に利用団体間で清掃等の順番を決定している。施設
等の充実については利用ノート等を通して、利用者の声を聞いて
いる。

完　・　継　・　廃 －

7
子どもの遊び場作りや青少年が野外活動で
きる場の整備

8
子どもの遊び場・親子の交流の
場づくり

遊び文化の再生・遊び環境の改善目的とした
場の整備

14 20 保育課

乳幼児とその保護者を対象とした「子どもの遊び場・親子の交流
の場」を市内に３つ設置した。平成１４年度に市民会館内旧図書
館に「すくすく広場」、平成１５年度に湖北台保育園隣の旧湖北
台子どもルームを改修して「わくわく広場」、そして、平成１６
年度に布佐市民センター内に「すこやか広場」を設置。平成１８
年度に市民会館内より天王台南口川村第１３ビル５階に「すくす
く広場」を移転し、平成２０年度に、我孫子駅付近に子育て支援
センター機能と４館目のつどいの広場機能を複合した施設を設置
予定。

完　・　継　・　廃 20

9 手賀の丘ふれあい宿泊通学
市内の複数の小学校の４年生から６年生が手
賀の丘少年自然の家に宿泊して登校するなか
で、自立心や協調性を育む。

１７ － 社会教育課

１７年度は1～３回は４年生、４、５回は４～６年生を対象に実施
し、１８年度は４～６年生を対象に３回実施。市内には入浴施設
を備えた宿泊施設が無いため、市外の施設を利用し、バスで子ど
もたちの送迎を行っている。このことにより、移動時間がかかる
こと、また、各学校・学年により終業時間が異なるため時間の制
約が厳しく、ゆとりをもった活動をすることが困難となってい
る。

完　・　継　・　廃 －

10 ふれあいキャンプ場土地取得及び
長期的かつ安定的に使用していくため土地を
取得し、第一駐車場を拡張整備するととも
に、新たに多目的広場を整備する。

１６ １８ 社会教育課
平成１７年度に現キャンプ場及び第一駐車場に隣接する土地を買
い取り、基本設計を終了。平成１８年度に整備工事着手し、年度
中に完了予定。

完　・　継　・　廃 －

8 公園の整備と拡充 11 中峠亀田谷公園再整備事業
借地の既存公園を財務省から購入、防災機能
等の公園として整備

14 16 公園緑地課 平成16年4月工事完了、7月全面開放 完　・　継　・　廃 16

12 船戸ときわ台公園用地取得事業
借地の既存公園を財務省から購入、街区公園
として整備

14 16 公園緑地課 平成15年度用地取得完了、供用開始済 完　・　継　・　廃 16

予

定

終

期

終
期

１　学習機会の充実と学習施設の整備のために

生涯学習推進基本計画・主要施策
前期実施計画事業名
平成１４～１６年度 事　業　概　要

担
当
課

事業実施状況（２０・７・１日現在）及び今後の課題
【未実施の場合はその理由】

完了・継続・廃止
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予

定

終

期

終
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13 手賀沼遊歩道再整備事業 トイレ水洗化、樹木植栽、遊歩道の延伸 14 15 公園緑地課 トイレ水洗化、樹木植栽完了、平成17年度遊歩道延伸工事予定 完　・　継　・　廃 17

14
利根川運動公園再整備事業（水
辺プラザの整備）

ビオトープ、自然観察センター、サッカー
場、デイキャンプ場

13 18 公園緑地課
デェイキャンプ場整備完了、ビオトープ園路等整備済、17年度ビ
オトープの休憩施設等整備及び自然観察センター基本設計

完　・　継　・　廃 18

15
（仮称）気象送信所跡地公園整
備事業

気象送信所跡地をレクリエーション、防災機
能等の公園に整備

13 16 公園緑地課
「気象台記念公園の整備に関する提言（平成17年2月）」を踏ま
えて、平成17年度基本計画の作成

完　・　継　・　廃 －

16 手賀沼公園再整備事業
基本計画作成、水辺地の親水化及びアビスタ
隣接地再整備

10 20 公園緑地課 平成15年度整備完了 完　・　継　・　廃 １５

9
「手賀沼農舞台」を中心とした環境・農業
体験、自然学習の場の整備

17 水性植物園整備管理事業
休耕田を水性植物園として整備し、観光の推
進図る。

14 － 商工観光課
休耕田を活用し水生植物園を整備し、5月の藤、6月の花菖蒲、9
月のコスモスを栽培し開花時にはイベントを開催し多くの人の来
園を呼びかけ好評を得た。

完　・　継　・　廃 －

18
水田を活用した水質浄化モデル
事業

水質浄化向上の営農方法等の資料収集を目的 13 16 手賀沼課
データ収集は完了した。収集したデータの市内農家への情報提供
が課題である。

完　・　継　・　廃 16

19
手賀沼農舞台「根戸新田」農業
活性化事業

地区特有の立地条件を活かしたにぎわい形成
を創出するなかで、農を楽しむとしたテーマ
の農業観光拠点を確立する。

1３ － 農政課
農家の経営意識の向上と早期自立が求められるが、その条件整備
に至る間の指導・支援を行う。

完　・　継　・　廃 －

20
手賀沼沿ビオトープネットワー
クづくり事業

手づくりゾーンでの体験水田 13 － 手賀沼課
100人程度の市民の参加があり、自分達で田植えから稲刈りまで
行っており好評を得ている。

完　・　継　・　廃 －

21 市民農園維持管理事業
市民が土に触れ、交流の場となる市民農園の
提供

14 － 農政課

現在、我孫子市立市民農園は２ヶ所開設されているが、住宅地に
近く駐車場やトイレなど設備が充実し、景観が良い高野山ふれあ
い市民農園に希望者が多く、毎年利用者は抽選により決定してい
る。浅間前新田市民農園については、立地条件などから利用者が
減少傾向をしめしているため、市ホームページや広報に利用者募
集記事を掲載するなど、空区画についての対策が必要である。

完　・　継　・　廃 －

22
高野山新田農業体験リフレッ
シュプロジェクト事業

農家と市民のふれ合い、付加価値米生産によ
るあびこ型都市農業

13 － 農政課

景観作物の栽培は多くの市民が観賞に訪れにぎわいを創出するこ
とから、交流の機会とほ場から生産される農産物への関心が一層
増し、付加価値米のブランド化が期待できるため、ほ場拡大のた
めの地権者交渉を続けていく。

完　・　継　・　廃 －

23 長期農業体験

市内の２軒の農家が管理する農地にて、約半
年の期間、１軒５人合計１０人の参加者が、
管理する農家の指導の元、一定のエリアを自
由に耕作し、長期の農業体験を行う。なお、
月２回程度の集合日を設けるほか、収穫後に
は収穫祭も企画する。また、農家の協力次第
では、農家への宿泊体験を含めた農作業体験
も行う。

１８ ー 社会教育課
平成１８年度から実施。２農家で各６家族が農作業を体験。長期
間にわたり農地の管理をし、農業指導について協力して頂ける農
家の確保が課題である。

完　・　継　・　廃 －

10 県施設の有効活用 24
我孫子南地区近隣センター整備
事業

福祉ふれ合いプラザと我南近隣センターの合
築事業

14 16
市民活動支
援課

H18年6月に竣功、8月1日から開館。 完　・　継　・　廃 18

11 生涯学習施設に託児施設を設置 25 アビスタ内「託児室」の設置
学習室利用者が学習に専念できるよう託児室
の設置

14 － 学び推進課

学習室を利用する際保育が必要であれば、保育室も併せて貸し出
した。H1７は利用回数７８回、利用者数２９３人。H18は利用
回数158回、利用者数1118人　H19は、利用回数227回、利
用者数１５７７人

完　・　継　・　廃 －

12
図書や生涯学習関連資料などの宅配制度の
導入

26 図書宅配事業 図書館来館困難者宅へ、図書等を宅配 14 － 図書館 平成１９年度には２６６件、５４４冊が貸し出された。 完　・　継　・　廃 －

13 自然観察のための手賀沼覧船の運航 27 手賀沼ふれあい船上会 遊覧船運行により手賀沼浄化への理解を図る 14 － 手賀沼課 毎年３００人程度の市民が参加している。 完　・　継　・　廃 －

小計（27）　完了事業（5）　継続事業（22）　廃止事業（0）
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1
生涯学習センター「アビスタ」を拠点にし
た学習情報の収集、提供および他の生涯学
習関連施設とのネットワーク化

28 生涯学習センター運営事業 学習情報の発信拠点となる施設を目指す。 14 － 学び推進課
あびこ楽校協議会で学習の場や学習情報のネットワークづくりに
ついて検討を図っている。

完　・　継　・　廃 －

2
インターネットを活用した学習情報の提供
と充実

29 公民館運営事業
公民館施設の利用案内、予約を端末機やネッ
トで提供

14 － 学び推進課
学習室を利用する際託児質が必要であれば、託児室も併せて貸し
出した。また、毎週水曜日の午前中に保育スタッフを配置し、図
書館利用者へのサービス提供も図っている。

完　・　継　・　廃 －

  30
公共施設案内予約システムの構
築事業

公共施設の空き情報検索・予約管理をイン
ターネットを通じて行う

16 －
情報システ
ム課

17年度より市民会館・市民プラザの施設予約開始、市民体育館・
近隣センターについては順次実施

完　・　継　・　廃 －

31
子ども向け情報紙の発行及び
ホームページの開設

子ども向けの体験活動などの情報を満載した
情報紙の発行とホームページを公開し、子ど
もたちの体験活動や子育て中の親をサポート
する。また、子育てネットワークの構築を目
指す。

１３ ー 社会教育課

文部科学省の委託事業として平成１３年度から実施し、委託終了
後の平成１６年度からは市の委託事業として、市民団体に委託し
ている。情報紙は年５回、各１7,000部発行し、市内小中学校、
幼稚園、保育園を通じて配布するほか、公共施設や商店、ＪＲの
駅、医院などにも設置している。ＨＰは日々更新しており年間2
０,000件のアクセスを得ている。市民団体に委託していることか
ら地域に密着した情報の収集に長けており、また子どもに関する
団体のネットワークも強化できた。しかし、団体にとっては受託
事業であっても、個人の業務は、ボランティアのため彼らのモチ
ベーションの維持が欠かせない。

完　・　継　・　廃 －

3
小学校、中学校、高校、大学との学習情報
や教育情報のネットワーク化

32
小中学校コンピュータ教育事業
（校内ＬＡＮ整備）

小中全校の全教室からネットに接続し、ＰＣ
利用した授業実施

14 － 指導課
平成１５年度に小・中学校の教室及び特別教室の校内ＬＡＮ敷設
完了。現在各学校においてPCを使った学習に活用している。１７
年度学校間ＬＡＮ整備完了。

完　・　継　・　廃 －

4
生涯学習センター「アビスタ」などでの学
習相談の充実

33 生涯学習センター運営事業 学習情報誌発行、窓口での学習相談 14 － 学び推進課
講座イベント情報、団体情報の学習情報誌の発行を行う。電話、
窓口や来館者に対しての学習相談を行う。

完　・　継　・　廃 －

5 「エルネット」を活用した学習機会の提供 34 生涯学習センター運営事業
エルネット受信設備の整備、希望者への録画
提供

14 16 学び推進課
各学習室で、エルネットを視聴できる受信設備を整備している。
公民館講座「チャレンジ教室」等で活用している。

完　・　継　・　廃 17

6 外国人に対応した学習情報の収集と提供 35 国際交流協会実施事業
協会登録者及び事業に参加した外国人に情報
提供

14 －
(国際交流協
会)
企画課

語学教室や文化講座を実施している。 完　・　継　・　廃 －

1 保育園・幼稚園、学校の連携強化 36 中学生職業体験事業 中学生が幼稚園や保育園で職業体験 14 － 指導課
市内６校が職場体験学習として生徒達に体験させている。今後は
キャリア教育との関連で充実を図る。

完　・　継　・　廃 －

2 小・中学校と地域の連携と交流 37 学校週五日制事業支援事業 学校週五日制事業への支援 14 － 社会教育課
学校外での生活・自然体験を通して子どもたちの自主性、自立性
を高めている。

完　・　継　・　廃 －

3 土曜日こども講座の開催 38
公民講座（学校週五日制関連講
座）

子ども向けに体育的、創作的及び日常生活的
な事業の実施

14 － 学び推進課
主に土曜日の午前中を利用し、軽運動・昔遊び・クッキング・工
作などの講座を実施。指導に市民団体等や長寿大学OBの協力を得
た。

完　・　継　・　廃 －

4 小・中学校でのボランティアの受け入れ 39 学校ボランティア支援事業
地域住民の学習・体育・文化的な活動への学
校支援事業の実施

11 － 指導課
総合的な学習や生活科において、体験的学習を多く導入する学校
が増え、昨年度を上回る支援回数である。今後は、支援者情報の
各学校での共有化が必要となる。

完　・　継　・　廃 －

5 学校評議員制度の充実 40 学校評議員設置事業
学校評議員を置き、地域に開かれた学校づく
りの推進

14 20 学校教育課
１学校８名の定数で全小中学校で実施、学校評議員から意見や提
言をいただき学校運営に役立てている。

完　・　継　・　廃 －

２　学習情報提供と学習相談体制の整備のために

３　地域の教育力を高める環境整備のために

小計（8）　完了事業（0）　継続事業（7）　廃止事業（1）
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6 地域交流教室でのふれあいサロンの充実 41 小中学校校舎の大規模改造 余裕教室保有校に地域交流教室を整備する。 14 16
（教）総務
課

平成１４年度湖北台東小学校の大規模改造工事の際、地域交流教
室２室を整備した。１６年度布佐小は地域交流教室整備済。

完　・　継　・　廃 －

42 地域交流教室整備事業
余裕教室を市民が利用できる生涯学習の場と
して整備

14 － 社会教育課
快適な環境になるよう、平成１８年度に地域交流教室に、大型扇
風機を設置する。

完　・　継　・　廃 －

7
「ふれあい工房」の活用による世代間交流
の拡充

43 ふれあい工房運営事業
家庭ゴミのリサイクル事業により地域福祉に
参画する拠点化を図る

14 －
クリーンセ
ンター課

再利用可能なものを使うリサイクル教室を開催し、市民交流や、
社会参加の場所を提供している。

完　・　継　・　廃 －

44
ふれあい工房運営事業（リサイ
クル）

高齢者の社会参加機会の拡大 14 －
クリーンセ
ンター課

木工技術などの知識をもつ高齢者の方々が、技術アドバイザーと
して工房に常駐している。

完　・　継　・　廃 －

8 自治会・町内会の教育力の活用 45 自治会活動助成金交付事業
住民のふれ合い促進、地域まちづくりの推進
を図る

14 20
市民活動支
援課

H２０年度助成金交付中。H２１年度以降助成金を継続する予
定。

完　・　継　・　廃 －

9 地域企業・研究機関との連携と交流 46 コミュニティ活動費補助金
まちづくり協議に活動補助金を交付し健全な
育成図る

14 17
市民活動支
援課

H１７年度８まちづくり協議会に補助金交付済み。H１８年度か
ら補助金を委託金に移行した。

完　・　継　・　廃 17

10 地域の市民活動団体との連携と交流 47
市民活動ステーション運営事業
市民活動センター運営事業

市民公益活動や市民事業を行う団体やボラン
ティアを支援する

14 -
市民活動支
援課

サポートセンターの各部会が支援機能を拡充し展開した。
また、平成１８年８月に我孫子駅前のけやきプラザ内に移転し、
「市民活動ステーション」の名前でオープンした。

完　・　継　・　廃 －

11
親子で参加できる学習機会や地域の連携に
よる青少年育成策の充実

48 青少年育成等の充実 青少年相談員による活動への支援 14 － 社会教育課
補助金交付、活動への後援・共催等を行い、子ども対象の事業が
広く実施された。

完　・　継　・　廃 －

49
親と子のふれ合い教室（星座観
察）

星座観察を通じた親子のふれ合いの機会を拡
大する。

14 － 社会教育課
市事業による普及により、青少年相談員の支部事業で同様の事業
を多数実施しており、軌道に乗ったため、平成１７年度をもって
事業終了。

完　・　継　・　廃 －

12 少年指導員制度の充実 50 少年指導員制度の充実
環境浄化活動・街頭パトロールによる健全な
社会環境の創造

14 － 社会教育課

非行防止のため計画的にパトロールを実施し、声掛けを行ってい
る。環境浄化の活動により、有害図書等の自動販売機は平成１７
年７月で皆無になった。また、捨て看板は、現在見られなくなっ
た。

完　・　継　・　廃 －

13 青少年リーダーの育成 51 中高生企画
中高生が企画・運営。著名人を呼んで中高生
と意見交換をする。

14 16 社会教育課
平成１４年度後期より１５年度において、全９回企画・実施し
た。１６年度より、中高生実行委員の継承できず一時休止。

完　・　継　・　廃 16

14 地域青少年団体の育成と連携 52 青少年関係団体育成事業
子ども会、スカウト、子ども祭りなどの団体
への支援

14 － 社会教育課
共催事業を実施した他、団体の運営について必要に応じて助言を
行った。子どもまつりについは団体の核の形成が課題である。

完　・　継　・　廃 －

1 人材活用ニーズの調査と把握 53
学習情報提供事業（生涯学習セ
ンター運営事業）

【生涯学習情報】人材情報の収集と提供 16 － 学び推進課
あびこ楽校協議会で、活用される人材情報について検討した。１
６年度は、市内の小中学校で活躍されている地域の方々３６２名
を対象として人材情報を収集した。

完　・　継　・　廃 －

2 人材登録制度の導入 54
学習情報提供事業（生涯学習セ
ンター運営事業）

【生涯学習情報】人材情報の収集と提供 16 － 学び推進課
市内の小中学校で活躍されている地域の方々、市の広報による公
募、関係機関等の人材情報について７６名を収集。

完　・　継　・　廃 －

3 一芸に秀でた人・職人の発掘と活用 55
学習情報提供事業（生涯学習セ
ンター運営事業）

【生涯学習情報】人材情報の収集と提供 16 － 学び推進課
市民自ら培った特技・経験・知識を生涯学習出前講座の市民講師
メニュー５３講座を新設。今後もメニュー等の充実を図る。

完　・　継　・　廃 －

4 「市民講師」の育成と活用 56
学習情報提供事業（生涯学習セ
ンター運営事業）

【生涯学習情報】人材情報の収集と提供 16 － 学び推進課
市民講師として、現在４１名の方が５３メニューの生涯学習出前
講座をスタートしている。今後も市民講師の拡充を図る。

完　・　継　・　廃 －

小計（17）　完了事業（1）　継続事業（13）　廃止事業（3）

４　人材の発掘・育成を進め、学習活動に活かすために
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5 人材活用の適切な評価と支援 57
学習情報提供事業（生涯学習セ
ンター運営事業）

【生涯学習情報】人材情報の収集と提供 16 － 学び推進課
学校支援ボランティアの拡充等、継続して人材バンクの整備を図
る。

完　・　継　・　廃 －

6
生涯学習でのボランティアの育成と研修シ
ステムの導入

58 文化事業市民スタッフ支援事業 市民スタッフ活動の場の提供及び支援事業 14 － 文化課 主催・共催事業の会場内外整理・受付等での協力 完　・　継　・　廃 －

59 ボランティア養成講座
ボランティア活動の理解及びボランティアの
育成を図る

14 － 学び推進課
平成１５年度「ボランティア・ＮＰＯ入門講座」を２２名の参加
者により実施。

完　・　継　・　廃 －

7
生涯学習ボランティアのリーダー、コー
ディネーターの育成と活用

60
学習情報提供事業（生涯学習セ
ンター運営事業）

【生涯学習情報】人材情報の収集と提供 14 － 学び推進課
あびこ楽校協議会で、継続して人材バンクの整備を図る。学習支
援ボランティアの拡大、コーディネーターの育成等検討してい
る。

完　・　継　・　廃 －

1
遺跡、史跡、文化財の発掘、保存、継承、
活用

61 志賀直哉書斎設備整備
破損箇所を修復し、文化財の公開・活用す
る。

14 16 文化課 破損箇所の修復は完了したので№６２に統合。 完　・　継　・　廃 16

62 文化財施設維持・管理
文化財整理室・郷土資料室・志賀直哉書斎・
旧村川別荘の維持管理

14 － 文化課 経常事業として実施。 完　・　継　・　廃 －

63 埋蔵文化財調査
個人専用住宅等に係る発掘調査を実施し、記
録保存する

14 － 文化課 国庫補助事業と市費単独で対応。 完　・　継　・　廃 －

64 公共事業発掘調査
公共事業に係る発掘調査を実施し、記録保存
する

14 － 文化課 高野山まちづくり事業道路新設に対応 完　・　継　・　廃 －

65 文化財普及・活用 考古展・文化財体験教室の開催 14 － 文化課 出前講座に対応。 完　・　継　・　廃 －

66 民間開発発掘調査
民間開発事業に係る発掘調査を実施し、記録
保存する

14 － 文化課 H19年度で１件の発掘調査を実施 完　・　継　・　廃 －

67 埋蔵文化財報告書 未報告発掘案件の報告書作成による情報提供 14 － 文化課
H19年度１冊の市内遺跡発掘調査報告書と１冊の個別遺跡報告書
の２冊を刊行。

完　・　継　・　廃 －

2
郷土芸能、伝統行事、生活文化の保存と継
承

68 有形・無形文化財保護 県指定文化財・市指定文化財の維持・管理 14 － 文化課 平成19年度末現在４件の県指定と９件の市指定。 完　・　継　・　廃 －

69 郷土芸能活動の保護・育成事業 伝統芸能関係団体への補助及び承継者育成 14 － 文化課 年１回郷土芸能祭の開催。伝統文化子ども教室実施団体への共催 完　・　継　・　廃 －

3 文化遺産や史跡のネットワーク化 70 電脳考古博物館運営 埋蔵文化財情報を発信 14 － 文化課 平成20年度7月現在55,206件のアクセス数。 完　・　継　・　廃 －

4
手賀沼、利根川、古利根、斜面林、遊水
池、谷津などの保全と環境学習の充実

71
谷津ミュージアムづくり推進事
業

谷津ミュージアム事業構想を策定し、基礎
的・先導的事業の実施

14 33 手賀沼課

谷津ミュージアム事業構想の策定を完了し、８つの拠点整備のう
ちホタル・アカガエルの里、多自然護岸（モデル事業）を整備し
た。谷津の維持管理などのソフト事業を谷津ミュージアムの会を
中心に市民と共同で実施していく。

完　・　継　・　廃 －

72 手賀沼流域フォーラム事業
柏市、山科鳥類研究所、市民団体、手賀沼水
環境保全協議会とフォーラムを実施

14 20 手賀沼課
H16年度は５００人が参加した。より多くの市民の参加を目指し
て、さらなる事業検討を実施予定。

完　・　継　・　廃 －

73
手賀沼沿いビオトープネット
ワークづくり事業

水田活用のビオトープにより生物の生息空間
を研究

13 16 手賀沼課
H14、１５年度の生物調査をもとに、１６年度に大型抽水植物の
刈り取りを実施し、貴重種の増加を図っている。

完　・　継　・　廃 －

74 全市ハケの道づくり事業
展望場所、坂道、古道、台地を回るハケをつ
なぎ散歩道とする。

14 20 手賀沼課
手賀沼課が単独で実施できる事業ではなく、事業そのものの見直
しが必要である。

完　・　継　・　廃 －

75 自然観察実施事業
子どもから大人まで分かり易い自然観察を目
指し自然理解を深める。

14 － 鳥の博物館
年間６回実施している。共催という形で他施設（手賀の丘少年自
然の家、手賀沼親水広場）、他課（手賀沼課、公園緑地課）との
連携交流も進めている。

完　・　継　・　廃 －

76 定例探鳥会実施事業
子どもから大人まで分かり易い自然観察を目
指し自然理解を深める。

14 － 鳥の博物館
年間１２回実施している。参加者が多くなっているためと観察
コースが固定化しているため、新たなコースを開拓しコースを選
択可能にする必要もある。

完　・　継　・　廃 －

５　我孫子の自然・歴史・文化の保存・継承と新しい文化創造のために

小計（8）　完了事業（0）　継続事業（8）　廃止事業（0）
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5 郷土学習テキストの充実 77 市史関係刊行物作製事業
我孫子市史、我孫子市史資料、我孫子市史研
究、市史叢書等の刊行

14 16 文化課 平成16年度末で我孫子市史の刊行を完了。 完　・　継　・　廃 16

6
図書館、公民館、生涯学習センター「アビ
スタ」に「あびこ文化コーナー」「手賀沼
学習コーナー」の設置

78 生涯学習センター運営事業
展示壁、展示コーナーに文化課と連携し文化
財等の企画展示

14 － 学び推進課
関係各課と連携し、「文化財」については毎年夏の時期にアビス
タ内に展示。「手賀沼」については、夏休みの環境学習の研究発
表などその都度展示。

完　・　継　・　廃 －

7 文化団体の育成 79 文化団体活動支援事業 共催・後援し活動援助・発表の場提供 14 － 文化課 共催・後援事業平成１８年度１２５件 完　・　継　・　廃 －

80 文化活動普及事業 事業を委託し、文化祭等の事業を実施 14 － 文化課 我孫子市民文化祭の開催 完　・　継　・　廃 －

8 （財）山階鳥類研究所との連携と交流 81
山階鳥類研究所との連携・交流
事業

講座や探鳥会等の共催事業の実施。調査や教
育普及活動に助言

14 20 鳥の博物館
バードウィーク手賀沼探鳥会、鳥学講座を毎年共催で実施してい
る。

完　・　継　・　廃 －

82 ジャパンバードフェスティバル
自然環境への理解、市民団体間の交流、まち
づくりへの広がり

13 －
企画課
手賀沼課
鳥の博物館

毎年、11月最初の土日に開催している。市民団体、企業等で構成
される実行委員会を月１回開催し、話し合い、準備を進めてい
る。

完　・　継　・　廃 －

9 創造的な芸術活動の育成とネットワーク化 83 めるへん文庫事業
子供から作品募集して表彰し、本にして小中
学校や図書館に配布

14 － 文化課 年１回作品募集及び前年度受賞作品の刊行 完　・　継　・　廃 －

84 文化的著名人の掘り起こし事業 市にゆかりある人や文化活動団体の情報収集 14 16 文化課
文化的著名人の情報収集及び整理　生涯学習担当の人材バンクへ
移管。

完　・　継　・　廃 16

85 芸術文化創造事業
市民自らが芸術文化事業を企画立案・提案
し、新たな事業展開を図る。

14 16 文化課 我孫子市民文化事業企画の実施。 完　・　継　・　廃 16

86 芸術文化自主事業 芸術文化への市民参加を促進する。 14 － 文化課 市民が参加できる事業の実施 完　・　継　・　廃 －

10 文化事業に関わるボランティアの育成 87 文化事業市民スタッフ支援事業 文化事業市民スタッフとの協働 14 － 文化課 主催事業等への協力時の業務内容の指導、研修会の実施。 完　・　継　・　廃 －

1 学校での健康教育の充実 88 健康教室
養護教諭によるむし歯予防教室、栄養士によ
る栄養教室の実施

14 20 学校教育課
児童生徒に対して養護教諭や市の歯科衛生士によるブラッシング
指導や口腔衛生指導。学校栄養士による栄養教育や食育の指導を
行った。

完　・　継　・　廃 －

2 保健センターの健康教育の充実 89 健康づくりうんどう教室事業

運動の習慣化を目指し、うんどう遊園を利用
した運動の実践、生活習慣病予防のための健
康情報の提供、ヘルスボランティアを育成
し、地域ぐるみで支え合う健康づくりの支援

10 －
健康づくり
支援課

布佐・湖北台・天王台の各地区で運動遊具を使って健康づくりを
行う

完　・　継　・　廃 ―

90 しあわせママパパ育児学級事業 妊娠中の夫婦対象の育児学級 14 －
健康づくり
支援課

ビデオ鑑賞や実習、グループワークなどを主に１回２コースで年
４回開催（土曜日）

完　・　継　・　廃 －

91 しあわせ学級 妊娠中の夫婦対象の育児学級 14
健康づくり
支援課

ビデオ鑑賞や実習、グループワークなどを主に開催（平日） 完　・　継　・　廃 －

92 健康いきいき教室
運動の習慣化を目指し、健康体操の実践や生
活習慣病予防のための健康情報の提供

14 －
健康づくり
支援課

肩こり腰痛・転倒予防の体操などを中心に月３回／年開催 完　・　継　・　廃 －

93 生活習慣病等予防教室
適切な生活習慣について学び、疾病予防と健
康増進に役立てる機会の提供

14 －
健康づくり
支援課

医師の講話、栄養及び歯の話、運動などを取り入れた３回コース
で開催

完　・　継　・　廃 －

94 女性のための健康づくり講座
生活習慣の理解や女性特有の疾病への知識普
及を図る

14 －
健康づくり
支援課

医師の講話、栄養及び歯の話など３回コースで開催 完　・　継　・　廃 16

95 健康さわやか教室

中高年を対象に健康づくりに関心が持てるよ
う情報提供を行ない、健康維持・増進、運動
の習慣化を推進する。教室を通して地域住民
同士の仲間づくりを図り、生きがい対策や閉
じこもり予防を行う。

17 ー
健康づくり
支援課

４０歳～６４歳の中壮年期を対象とし、定員20名で実施。
①健康チェック（血圧測定）②体操（筋力アップ、ストレッチ
等）③健康教育(循環器病、アルコール、自宅でできる体操等）。

完　・　継　・　廃 －

６　心身の健康増進をはかり、生涯スポーツの推進のために

小計（27）　完了事業（3）　継続事業（24）　廃止事業（0）
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96 健康サポートクラブ

市民が生涯を健康に過ごす“健康寿命”を延
ばすための事業展開として、一次予防を推進
するために、具体的な個々の体力等に応じ、
健康生活コーディネーター（千葉県知事認
定）が運動・栄養・睡眠とストレスのアドバ
イスを行い、健康維持・増進、運動の習慣化
等を図る。

17 ー
健康づくり
支援課

エアロバイク等の機器に組み込まれるIT機能を活用し、個々人に応
じた日常生活で行える運動メニュー・栄養アセスメントの作成、
メンタルヘルス（睡眠、ストレス、たばこ）・口腔衛生のアドバ
イスを行う。また、継続的に提供したメニューの実施状況を把握
した中で、体年齢・体力年齢等を測定し、その状況に応じた日常
生活で取り組めるメニューの提供及びアドバイスを行い、自宅で
取り組むメニューを提供します。対象者：４０歳以上（千葉県モ
デル事業・千葉県との共同事業）

完　・　継　・　廃 －

3 心の健康づくり体制の充実 97 長欠対策及び生徒指導事業
在宅訪問指導員を家庭に派遣した教育相談活
動

14 20 教育研究所

在宅訪問指導員が家庭を訪問することで児童生徒や保護者の話し
相手となり、相談活動を通して、悩みの解決に向け支援を行って
いる。在宅訪問によって学校や適応指導教室などとのパイプが出
来、引きこもり状態から抜け出ることができた例もある。今後も
不登校の状況を的確に把握し、関係機関と連携しながら進めてい
きたい。

完　・　継　・　廃 －

98
スクールカウンセラー・心の教
室相談員

児童生徒の不安解消にカウンセラーと相談員
を小中学校に配置する

11 20 教育研究所

スクールカウンセラーを市内全中学校に、心の教室相談員を市内
全小中学校に配置し児童生徒の不安や悩みの解消に努めている。
相談は児童生徒だけでなく保護者や教職員からもあり、様々な教
育相談に応じている。相談内容は不登校や対人関係が多く、複雑
で困難なケースもある。相談員のカウンセリング力向上のため
に、ケース検討会議を定期的に実施している。

完　・　継　・　廃 －

99 ヤング手賀沼運営事業
不登校児童生徒に対して、様々な活動を通し
て自立を促し、学校への復帰を図る

10 20 教育研究所

通室児童生徒の不安の解消に努めるとともに、自立を促し、集団
への適応力を養うために様々な活動を行っている。不登校は本人
自身の問題や家庭環境、学校での人間関係、社会的な要因等が複
雑に絡んでいるため、解決は容易でなく時間も掛かる。しかし、
毎年通室を通して学校への復帰につながる児童生徒が確実に出て
いる。

完　・　継　・　廃 －

100 相談体制の充実 青少年の悩みに電話や応対して相談を受ける 14 16 社会教育課
電話および来所相談だけでなく、メールでの相談も出来るように
した。さらに啓発活動を進めたい。

完　・　継　・　廃 －

101 精神保健福祉士資格取得 精神保健福祉士を配置し、相談を受ける 11 － 福祉相談課 保健師を対象とした事業で、資格取得者５名 完　・　継　・　廃 14

102
子どもの虐待防止ネットワーク
設置事業

関係者会議を設置し、虐待の早期発見と対応
策の協議

14 － 子ども課
児童虐待防止対策連絡協議会（平成１５年度設置）、児童虐待防
止対策実務担当者会議（平成１６年度設置）を適宜開催し、虐待
の早期発見と対応策の協議を行っている。

完　・　継　・　廃 －

103 相談体制の充実 少年センターにおける相談体制・方法の充実 14 － 社会教育課
電話および来所相談だけでなく、メールでの相談も出来るように
した。さらに啓発活動を進めたい。

完　・　継　・　廃 －

104
ドメスティックバイオレンス相
談業務

DV相談員設置、研修、啓発、各課連携で被害
者の保護及び防止

17 － 福祉相談課
DV被害者・加害者の相談及び関連機関と連携をとり、情報の提
供・
保護・啓発を行っている。

完　・　継　・　廃 －

4
子育て世代への育児や健康についての学習
機会の提供、交流の場づくり

105
絵本による親子のふれあい推進
事業

はじめてのお子さんを持たれる保護者を対象
に、乳幼児期における読み聞かせの重要性や
方法、推薦図書の照会等を、図書館スタッフ
が離乳食教室で情報提供する。

14 20
健康づくり
支援課

図書館スタッフが離乳食教室で、乳幼児期における読み聞かせの
重要性や方法、推薦図書の紹介をする。（図書館の政策事業とし
て展開）

完　・　継　・　廃 16

106
公民館学級（のびのび親子学
級）

体を動かしながら親子がふれ合い、仲間づく
りを図る

14 － 学び推進課

２歳児を持つ保護者に対し、H１８から我孫子地区で２コース
（各３０組）、湖北地区で１コース（２５組）を開催。３歳児は
我孫子地区で１コース（２５組）開催。各コース１０回実施し、
親子でふれあいながら同じ年齢の子を持つ親同士の仲間づくりを
図った。

完　・　継　・　廃 ー

107 公民館学級（家庭教育学級）
保護者が家庭教育の重要性を理解する学習の
場とする。

14 － 学び推進課
子育てや家庭教育に関する講義、ロールプレイング、公開講演、
話し合い等の年間学習の実施、受講者数51人、全１１回コース
（平成１９年度）

完　・　継　・　廃 ー
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5 自然体験プログラムの充実 108 手賀沼ふれあいウォーク
手賀沼周囲のウォーキングと軽スポーツなど
様々な健康づくりの取り組みと健康における
運動習慣の重要性を啓発

14 20
健康づくり
支援課

歩くことから積極的な健康づくりを推進するため、年１回１１月
にシンボル事業として手賀沼周囲のウオーキングイベントを開催

完　・　継　・　廃 －

109 みどりのボランティア事業
公園や市民の森等公共緑地の維持管理、荒廃
森林の草刈り等

14 － 公園緑地課
古利根公園自然観察の森、中里市民の森で実施。今後、船戸の森
や他の市民の森での活動を進めるとともに、将来的には民有林も
検討。

完　・　継　・　廃 －

110 親子自然体験教室（竹炭作り）
炭作りから自然への理解と親子や人との触れ
あい充実

14 20 社会教育課
子ども自身が竹の切り出し・加工、食事作りをし、竹細工や竹を
使った料理にも挑戦し自然を満喫するプログラムとした。

完　・　継　・　廃 －

111 チャレンジ・ウォーク

決められたルールの中で、７名程度の男女別
の班が筑波山付近から我孫子まで徒歩で徒破
する。宿泊は野外泊を原則とし宿泊場所も子
どもたちが交渉する。期間中は遊びやボラン
ティア活動などにも取り組む。また、各班に
は子どもの安全を守るために、研修を受けた
大人（ガーディアン）が１名同行する。

１７ ー 社会教育課 平成１７年度は５泊６日、１８年度は３泊４日で実施した。 完　・　継　・　廃 －

112 竹炭づくり体験教室
竹の切り出しから釜入れまでを子どもたちの
手で行う。また、竹を使った料理や、竹細工
を体験し自然の恵みを満喫する。

13 ー 社会教育課

宿泊と日帰りで２回実施してきたが、平成１８年度からは日帰り
のみとした。竹の扱いには大人の目が必要なため青少年相談員に
協力をもとめている。実施に当たっては実施日前後の天候に左右
される。

完　・　継　・　廃 －

113 遊びの達人教室
様々な遊びの特技を持つ大人を中心に実施
し、遊びを通じて地域の大人と子どもとの異
世代交流を図る。

17 ー 社会教育課
１７年９月からほぼ月１回実施し、ＪＢＦ等のイベントにも出展
した。今後はさらなる人材の確保や、他の事業との統合による効
率化を図る必要がある。

完　・　継　・　廃 －

6 散歩道、遊歩道、自転車道の整備と拡充 114 古利根沼周辺保全対策事業 古利根沼及び周辺樹林地の保全と整備 11 － 公園緑地課

古利根公園自然観察の森として全体3.6haのうち2.9haを開設。
主な整備、維持管理はみどりのボランティアで行っている。16年
度に取得した水面及び周辺緑地については、古利根沼周辺保全基
本計画に基づき、保全と活用を図っていく。

完　・　継　・　廃 －

115 市民の森維持管理事業 岡発戸、中里、布佐の森の維持管理 11 － 公園緑地課
草刈、枯木の伐採等必要に応じた維持管理を実施。今後、みどり
のボランティアによる管理を予定している。

完　・　継　・　廃 －

116 船戸緑地保全地区用地取得事業 賃貸借物件の買い上げによる公園用地の確保 11 17 公園緑地課 平成１２、13年度千葉県事業で用地取得、17年度事業完了 完　・　継　・　廃 17

117
利根川ゆうゆう公園整備事業
（水辺プラザの整備）

ビオトープ、自然観察センター、サッカー
場、ディキャンプ場整備

13 18 公園緑地課
デェイキャンプ場整備完了、ビオトープ園路等整備済、17年度ビ
オトープの休憩施設等整備。今後自然観察センター基本計画に基
づく整備を予定。

完　・　継　・　廃 21

118 船戸緑地保全地区用地取得事業 賃貸借物件の買い上げによる公園用地の確保 14 16 公園緑地課 平成16年度用地取得完了 完　・　継　・　廃 16

119 中峠亀田谷公園再整備事業 賃貸借物件の買い上げによる公園用地の確保 14 16 公園緑地課 平成14年度用地取得、16年4月工事完了、7月全面開放 完　・　継　・　廃 16

120 手賀沼公園再整備事業
基本計画作成、水辺地の親水化及びアビスタ
隣接地再整備

10 20 公園緑地課 平成15年度整備完了 完　・　継　・　廃 15

121 手賀沼遊歩道再整備事業 遊歩道の延伸 14 15 公園緑地課
トイレ水洗化、樹木植栽完了、平成17年度東側遊歩道延伸工事完
了。今後西側の整備を予定。

完　・　継　・　廃 20

7
スポーツ・レクリエーション情報の収集と
提供システムの充実

122
学習情報提供事業（生涯学習セ
ンター運営事業）

【生涯学習情報】学習事業・学習機会の情報
収集・提供

14 － 学び推進課
スポーツ関連の学習機会情報について、市主催事業を中心に情報
収集し、ホームページや情報誌等で、情報提供を行う。

完　・　継　・　廃 －

8
スポーツ・レクリエーションにおけるリー
ダーの育成

123 スポーツリーダーバンク事業 登録者を体育指導員として活用 14 － 体育課 個人資格所得者の把握 完　・　継　・　廃 －

9 だれでもできる生涯スポーツの導入と推進 124 ニュースポーツ普及事業
小学校を中心に誰でもできるニュースポーツ
の普及を図る

14 － 体育課
参加者の確保。今後、参加者による地域クラブの育成を図る上で
のリーダーの育成が課題である。

完　・　継　・　廃 －
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10
オリエンテーリング、ウォーキング大会な
どの充実

125 手賀沼ふれあいウォーク
手賀沼周囲のウォーキングと軽スポーツなど
様々な健康づくりの取り組みと健康における
運動習慣の重要性を啓発

14 20
健康づくり
支援課

歩くことから積極的な健康づくりを推進するため、年１回１１月
にシンボル事業として手賀沼周囲のウオーキングイベントを開催

完　・　継　・　廃 －

11
市民スポーツ大会、スポーツイベントなど
の充実

126 手賀沼エコマラソン支援事業
柏市、我孫子の２市によるマラソン大会の開
催

7 16 体育課
年々参加者が増加し昨年は約８，０００名が参加し開催してい
る。

完　・　継　・　廃 －

2 現代的課題についての学習機会の充実 128 ＰＣカレッジ
初めてパソコンに触れるところからインター
ネットなどパソコンが活用できることを目的
とした講座

14 18 学び推進課
情報化社会の対応としてパソコン入門、インターネット、ワー
ド、エクセルなど講習を実施し６８７人受講

完　・　継　・　廃 －

129 平和事業
平和都市宣言を広く市民に認知してもらうた
めの各種事業

14 － 企画課

毎年、平和の大切さを伝える市主催事業を行っている。
Ｈ１７年度：戦争に関する資料の展示「戦争を知らない子ども達
へfromあびこ」、コンサート「地球のステージ」の公演、市内中
学生の広島平和式典への派遣、映画「父と暮らせば」の上映、中
学生・高校生・戦争体験者などによるリレートーク、広島市平和
記念式典出席者による発表会、紛争国における市民の暮らしを
テーマとした講演会、戦争に関する手記などの朗読会、平和祈念
コンサート、大戦当時の食の再現、朗読劇「この子たちの夏」の
中学校での公演、戦争体験者による学校での講演会、平和に関す
るビデオの学校での上映、戦後６０周年平和事業記念誌の発行

完　・　継　・　廃 －

　 130 パソコンルーム設置事業
パソコンルームを設置し団体や農産業育成に
パソコンを活用

13 －
情報システ
ム課

母子家庭の就業支援研修・障害をお持ちの方の研修など、平成１
６年度に１６７日の利用実績がありました。

完　・　継　・　廃 18

131 就業支援パソコン研修事業
失業者の再就職に必要なパソコン技能の修得
目的の講座

14 16 商工観光課
１7年度は企業ニーズの高いＡutoーＣＡＤを採用した。参加人員
19名で実施した。

完　・　継　・　廃 17

132 男女共同参画都市宣言
内閣府との共催で宣言に伴う事業及び奨励事
業の実施

14 －
市民活動支
援課

男女共同参画宣言都市奨励事業「あびこ男女共同フェスタ２００
２」
を開催

完　・　継　・　廃 14

133 男女共同参画推進事業 男女共同参画プランの進行管理及び推進事業 14 20
市民活動支
援課

実施計画に基づいて、全庁での取り組みの進行管理をする。 完　・　継　・　廃 －

134
環境ボランティアリーダー育成
事業

環境レンジャーの育成及び活動支援事業 14 16 手賀沼課
年間４回の自然観察会と、情報誌の発行を行っている、高齢化等
により、人員が減少したため、新規人材の育成が必要。（H17年
度実施する）

完　・　継　・　廃 －

135 手賀沼流域フォーラム事業
柏市、山科鳥類研究所、市民団体、手賀沼水
環境保全協議会とフォーラムを実施

14 20 手賀沼課
H16年度は５００人が参加した。より多くの市民の参加を目指し
て、さらなる事業検討を実施予定。

完　・　継　・　廃 －

136
手賀沼沿いビオトープネット
ワークづくり事業

手賀沼ビオトープ手づくりゾーンで行う環境
学習の場の提供

13 － 手賀沼課
市民グループの参加を募って、植栽活動や生物観察の場を提供す
る一方、調査結果の報告会を行っている。

完　・　継　・　廃 －

137 廃棄物に関する教育啓発事業
 子供への環境教育浸透のため、廃棄物教育の
普及を図る。

14 －
クリーンセ
ンター課

クリーンフェスタや他の催しの際に、ごみの分別クイズなどを行
い、ごみの減量の必要性をアピールしている。

完　・　継　・　廃 －

138
男女共同参画講座・男女共同参
画フォーラム等の実施

男女共同参画の周知や理解の活性化を目的と
した学習機会の提供

14 －
市民活動支
援課

男女共同参画社会を理解してもらうために、フォーラム等を開催
する。多くの市民に呼びかけて参加してもらうかが課題である。

完　・　継　・　廃 －

7　「あびこ楽校」による学習機会充実のために

小計（39）　完了事業（6）　継続事業（32）　廃止事業（1）
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139
男女共同参画啓発情報紙発行事
業

男女共同社会の理解や意識の高揚を目的に情
報紙を発行数する。

１２ －
市民活動支
援課

男女共同参画社会の重要性や必要性に対する市民の認識・理解を
深める。自治会に依頼をし回覧してもらっている。

完　・　継　・　廃 －

140 市民カレッジ　女性魅学コース
女性としてきらきら輝いた人生を送るため、
これまでの自分を見つめ直し自分らしい生き
方を考える。

14 － 学び推進課

１８歳以上の女性を対象にした、より輝いた人生を送るための知
識や技術を学び、自分らしく魅力的な生き方を考える。そして、
新しい仲間と学ぶ中で、自分自身や地域を見つめ直すきっかけと
する。

完　・　継　・　廃 －

141 男女共同参画講師派遣事業
研修会等に講師を派遣し自主的な取組を支援
する。

16 １８
市民活動支
援課

まちづくり協議会等の団体に、男女共同参画に関する専門の講師
を１回２時間程度派遣し、研修会を開催

完　・　継　・　廃 －

142 長寿大学
４年制の大学で、健康・福祉・手づくり・地
域への参加・交流・我孫子の課題などを学
ぶ。

14 － 学び推進課
６５歳以上の高齢者を対象に、男女それぞれ２５名ずつ、一般教
養を中心にH１９より１年２６回の学習を実施する。

完　・　継　・　廃 －

143 市民カレッジ　男塾コース
料理づくりを通し、生活に潤いと仲間づくり
を図る。

14 16 学び推進課
１８歳以上の男性を対象にした初心者向け料理講座を我孫子（２
４人）全８回を実施

完　・　継　・　廃 －

3 出前講座の実施 144 市民講座への派遣
環境教育普及のため、講師派遣、講座開設、
施設見学会

14 －
クリーンセ
ンター課

「ごみと資源」の出前講座として講義と施設見学を実施してい
る。

完　・　継　・　廃 －

4 大学と連携した専門講座の実施 145 市民大学開放講座 高度で専門的内容の学習機会の提供 14 － 学び推進課

川村学園女子大学に委託し実施。平成１４年９回講座１４３名参
加。平成１５年１０講座１９０名参加。平成１６年１０講座２５
１名参加。平成１７年度７講座１３８名参加。
平成18年度7講座305名参加、19年度7講座121名参加。今
後、領域・内容について、市民のニーズを把握検討を図る。

完　・　継　・　廃 －

5 学習成果の発表の場づくり 146 生涯学習センター運営事業
学習成果の発表の場として館内展示スペース
の活用を促進する。

14 ー 学び推進課
平成１４年会館当時から提供されているが、利用状況にばらつき
があるのでPRを図る。

完　・　継　・　廃 －

1 「あびこ楽校協議会」の設置 147 「あびこ楽校協議会」の設置
市民団体、学校、大学、企業、民間教育事業
者の情報・意見交換

14 16 学び推進課
平成１５年１１月に協議会を設置。３つの専門部会での活動を中
心に生涯学習を推進する。

完　・　継　・　廃 －

○平成20年7月１日現在の実施状況　内訳

事業数　　146　事業

完了事業　　　　19　事業

継続事業　　　122　事業

廃止事業　　　　　5事業

小計（1）　完了事業（1）　継続事業（0）　廃止事業（0）

８　生涯学習推進体制を整備し、推進状況の評価システム導入のために

小計（19）　完了事業（3）　継続事業（16）　廃止事業（0）


